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§1 対象施設 

1.1 長寿命化修繕計画の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 長寿命化修繕計画の対象橋梁（平成 29 年度） 
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長寿命化修繕計画の対象： 

・緊急輸送路に位置する橋梁 

・桁下に道路がある橋梁 

・観光地へのアクセス道路に位置する橋梁 

・バス路線等に位置する橋梁 

・市町村間を結ぶ路線に位置する橋梁 

・国道，主要地方道へのアクセス路線に位置する橋梁 

・近隣に重要な施設がある橋梁 

町道 1級  

うち平成 29 年度計画策定橋梁数  

うちこれまでの計画策定橋梁数 

35 

全管理橋梁数 240 

合計 

33 40 167 

町道 その他 町道 2級 

15 

 61 11 

11 

11 61 35 うち計画の対象橋梁数 

15 

34 15 60 

１）背景 

２）目的 

橋梁長寿命化修繕計画を策定する。 

 そこで本町では、将来的な財政負担の低減および道路交通の安全性の確保を図るために、 

 このうち、建設後 50年を経過する橋梁は，全体の 71% 

を占めており、20年後の令和 24 年には、84%程度に増加 

する。 

に橋梁を維持していくための取り組みが不可欠となる。 

を行う”予防保全型へ転換を図り，橋梁の寿命を延ばす必要がある． 

 コスト縮減のためには、従来の対症療法型から、“損傷が大きくなる前に予防的な対策 

 

 

 

 このような背景から、より計画的な橋梁の維持管理を行い，限られた財源の中で効率的 

（84%） 

令和 24年度 

171橋 

令和 4年度 

 本町が管理する橋梁は，令和 4年度現在で 240 橋架設 

されている。 

 これらの高齢化を迎える橋梁群に対して，従来の対 

症療法型の維持管理を続けた場合、橋梁の修繕・架け 

替えに要する費用が増大となることが懸念される。 

（71%） 

202橋 

50 年以上 

71％ 

50 年未満 

29％ 

50 年未満 
16％ 

50 年以上 

84％ 

また、更なる維持管理の費用削減、効率化を図るため、「直営点検・修繕」、「集約化 

・撤去」、「新技術の活用」の対策方針の検討が必要となる。（令和４年度更新） 



 

1.3 対象橋梁一覧表（令和 4 年 8 月時点） 
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§2 計画期間 

 

 

点検等で発覚した要対策橋に対して長寿命化を図る具体の修繕を行う期間を『短期・中期計

画』と位置付け、今後 10箇年で修繕計画を策定する。 

 

 

 

 計画の位置付け 計画策定対象 計画策定期間 

 

短
期
・
中
期 

橋梁の長寿命化を図るた
めの年次点検・修繕計画 

点検：全管理橋 
修繕：点検等で発覚した 

要対策橋 

計画策定・全体計画見直
しの翌年度から 

１０年程度 

長 

期 

将来の道路ネットワーク
の安全性の確保と、長期
の維持管理コスト縮減を
図るための最適予算計画 

全管理橋 

計画策定・全体計画見直
しの翌年度から短期・中
期を含む 

５０年間 

 

 

 

 計画の位置付け 計画の対象 計画の内容 計画策定期間 

  

短 
期 

既往の問題発生箇所
を解消するための修
繕計画 

・緊急対策が必要と
判断された橋梁 

・対象橋梁個別の修
繕計画 

１０箇年 
(2018～2027年度) 

 中
期 

長寿命化維持管理を
軌道に乗せるための
修繕計画 

・点検により早期対
策が必要と判断さ
れた橋梁 

長
期 

管理橋を長寿命化し
て維持管理トータル
コストを縮減するた
めの予算計画 

・全管理橋 

・管理橋全体の長期
予算計画 

・健全度を指標とし
た管理目標値の設
定 

2028～2067年度 
（40箇年） 

※短期・中期を含む 

50年間 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.5 維持管理計画策定の基本方針 

表 3.6 H29年度策定計画の方針 
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§3 対策優先順位の考え方 

3.1 対策優先度の評価方法 

 

対策の優先順位は，橋全体の健全度（健全度評価値），重要度（重要度評価値）を総合的に

判断して決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 現状の対策優先順位 

健全度から算定した健全度評価値と重要度評価値からなる，9 つのカテゴリから優先順位を決

定する。 

(2) 対策優先順位の設定方針 

管理橋梁は、建設後 50 年を経過する橋梁が今後急激に増加することから、健全度の低い橋梁

を重点に対策を行う。 

 

 

 

 

 

重要度高い 重要度低い 

健
全
度
高
い 

健
全
度
低
い 

30 60 100 

90 

120 

160 

図 3.1 対策優先度の決定イメージ 

数字は優先順

位を示す 

 3 2 1 

6 

7 

5 4 

8 9 
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3.2 現状の対策優先度 

 

健全度から算定した健全度評価値と重要度評価値からなる，9 つのカテゴリ（表 3.1）から優

先順位を決定する。 

 

 
重要度評価値 

30 未満 30 以上 60未満 60 以上 100以下 

健全度評価値 

120以上 160以下 9 位 8 位 7 位 

90 以上 120未満 6 位 5 位 4 位 

90 未満 3 位 2 位 1 位 

 

表 3.2 に重要度及び健全度（健全度評価値）を指標とした各優先順位と重要度と健全度の関

連を考慮した対策優先順位ランクを示す。また，図 3.2 は対象橋梁について健全度評価値と重要

度評価値をプロットしたグラフである。 

 

 

 

 

 

表 3.1 重要度評価値を考慮した対策優先順位 

図 3.2 重要度を考慮した現状の対策優先度 
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1 4

2 11

3 4

4 6

5 14

6 2

7 6

8 13

9 0

対策優先度
ランク

橋 梁 数

表 3.2 現状の対策優先度 

64 宝泉寺蛍大橋 RC橋 Ｔ桁 1955 62 71.0 6 62.0 3 1

150 平家1号橋 RC橋 Ｔ桁 1961 56 60.5 14 79.0 6 1

216 千歳橋 RC橋、PC橋 Ｔ桁、床版 1953 64 76.0 2 79.0 6 1

69 天満橋 RC橋 床版 1965 52 66.5 8 84.0 17 1

116 中板橋 RC橋 Ｔ桁 1960 57 50.0 35 47.0 1 2

54 黒猪鹿橋 RC橋 Ｔ桁 1963 54 50.0 35 54.0 2 2

215 河原橋 鋼橋 Ｈ桁 1969 48 51.5 31 72.0 4 2

4 粟野橋 鋼橋 Ｉ 桁 1957 60 59.0 17 77.0 5 2⇒1 来年度補修予定

206 天ヶ谷橋 鋼橋 箱桁 1993 24 46.0 45 79.0 6 2

5 粟野小橋 RC橋 ｹﾞﾙﾊﾞｰＴ桁 1957 60 56.0 22 81.0 10 2

91 蕨原橋 RC橋 Ｔ桁 1965 52 51.5 31 83.0 12 2

108 田尻橋 RC橋 Ｔ桁 1960 57 34.5 49 83.0 12 2

156 釘野橋 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝＴ桁 1968 49 31.0 53 83.0 12 2

47 横尾橋 RC橋 床版 1964 53 50.0 35 87.0 18 2

68 八幡橋 RC橋 Ｔ桁 1965 52 32.5 50 89.0 19 2

9 見良津橋 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝＴ桁 1978 39 56.0 22 89.5 20 2

196 書曲橋 PC橋 ポステンＴ桁 1973 44 26.5 57 79.0 6 3

167 生竜2号橋 鋼橋 Ｈ桁 1970 47 23.5 59 82.0 11 3⇒1 来年度補修予定

79 藪川橋 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝＴ桁 1979 38 26.0 58 83.0 12 3

181 薮の肩橋 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝＴ桁 1977 40 23.5 59 83.0 12 3

33 落合橋 RC橋 Ｔ桁 1965 52 65.5 11 107.0 31 4

58 口ノ園橋 RC橋 Ｔ桁 1968 49 64.0 13 107.0 31 4

113 筌の口橋 RC橋 Ｔ桁 1955 62 70.0 7 112.0 38 4

205 新陣の内橋 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版 1993 24 77.0 1 114.0 39 4

34 中巣橋 RC橋 Ｔ桁 1965 52 60.5 14 118.0 40 4

86 泉水橋 PC橋 箱桁 1989 28 74.0 3 118.0 40 4

146 寺床②橋 RC橋 床版 1968 49 44.0 46 94.0 21 5

190 責ノ釣橋 RC橋 床版 1963 54 51.5 31 94.0 21 5

62 栗原橋 RC橋 床版 1986 31 46.5 42 97.0 23 5

70 朝日橋 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝＴ桁 1980 37 31.0 53 97.0 23 5

38 滝上第2橋 RC橋 床版 1960 57 30.0 55 98.0 25 5

60 万寿石橋 RC橋 床版 1971 46 32.5 50 98.0 25 5

77 無田硫黄山第2橋 RC橋 床版 1965 52 51.5 31 98.0 25 5

84 北方③橋 RC橋 床版 1963 54 49.0 39 98.0 25 5

85 下津留橋 RC橋 床版 1962 55 32.5 50 98.0 25 5

27 寺田橋 RC橋 Ｔ桁 1966 51 56.0 22 107.0 31 5

191 天狗橋 RC橋 Ｔ桁 1956 61 46.5 42 107.0 31 5

192 町田橋 鋼橋 Ｈ桁 1972 45 56.0 22 107.0 31 5

208 二瀬橋 RC橋 Ｔ桁 1964 53 56.0 22 107.0 31 5

32 五城橋 RC橋 Ｔ桁 1965 52 52.5 28 118.0 40 5

63 平原橋 RC橋 床版 1958 59 27.5 56 98.0 25 6

194 日の下橋 鋼橋 Ｈ桁 1971 46 23.5 59 107.0 31 6

149 新藤の木橋 RC橋 中空床版 1993 24 66.5 8 126.0 44 7

57 犬滝橋 RC橋、BOX 床版、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ 1961 56 60.5 14 129.0 45 7

200 青山跨高速道路橋 PC橋 中空床版 1995 22 72.0 4 134.0 54 7

65 宝泉寺蛍小橋 RC橋 Ｔ桁 1955 62 66.5 8 146.0 57 7

227 柿ノ木原跨道橋 PC橋 中空床版 1995 22 72.0 4 146.0 57 7

16 慈恩橋 RC橋 床版 1964 53 65.5 11 149.0 59 7

117 中板2号橋 RC橋 床版 1962 55 44.0 46 122.0 43 8

204 平家山第二跨道橋 PC橋 斜材付π型ﾗｰﾒﾝ 1995 22 47.0 40 130.0 46 8

211 であい跨道橋 PC橋 斜材付π型ﾗｰﾒﾝ 1996 21 55.0 27 130.0 46 8

26 穴井橋 RC橋 床版 1960 57 57.5 19 133.0 48 8

39 小平谷橋 RC橋 床版 1956 61 57.5 19 133.0 48 8

104 辻ヶ平橋 RC橋 床版 1965 52 46.5 42 133.0 48 8

125 第4甘川水橋 RC橋 床版 1965 52 50.0 35 133.0 48 8

151 平家2号橋 RC橋 床版 1978 39 57.5 19 133.0 48 8

165 向原橋 RC橋 床版 1960 57 37.0 48 133.0 48 8

36 郷之本橋 RC橋 Ｔ桁 1956 61 58.0 18 138.0 55 8

217 古井川橋 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝＴ桁 1980 37 52.5 28 138.0 55 8

201 櫟ヶ平跨道橋 PC橋 斜材付π型ﾗｰﾒﾝ 1995 22 52.0 30 150.0 60 8

203 尾本跨道橋 PC橋 斜材付π型ﾗｰﾒﾝ 1995 22 47.0 40 150.0 60 8

施設
番号

橋梁名 種別 形式
供用
年次

供用
年数

重要度
評価値

順位
健全度
評価値

順位
対策優先度

ランク
備考
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§4 個別施設の状況等 

 

総合評価手法による現状健全度（健全度評価値）の算定結果を表 4.1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.1 現状健全度（健全度評価値） 

主桁 横桁等 床版 下部工 支承

4 粟野橋 鋼橋 Ｉ 桁 1957 60 77.0 Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ

5 粟野小橋 RC橋 ｹﾞﾙﾊﾞｰＴ桁 1957 60 81.0 Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ

9 見良津橋 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝＴ桁 1978 39 89.5 Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅰ Ⅲ

16 慈恩橋 RC橋 床版 1964 53 149.0 Ⅰ － － Ⅱ － Ⅱ

26 穴井橋 RC橋 床版 1960 57 133.0 Ⅱ － － Ⅱ － Ⅱ

27 寺田橋 RC橋 Ｔ桁 1966 51 107.0 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ

32 五城橋 RC橋 Ｔ桁 1965 52 118.0 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ － Ⅱ

33 落合橋 RC橋 Ｔ桁 1965 52 107.0 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ

34 中巣橋 RC橋 Ｔ桁 1965 52 118.0 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

36 郷之本橋 RC橋 Ｔ桁 1956 61 138.0 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

38 滝上第2橋 RC橋 床版 1960 57 98.0 Ⅲ － － Ⅱ － Ⅲ

39 小平谷橋 RC橋 床版 1956 61 133.0 Ⅱ － － Ⅰ － Ⅱ

47 横尾橋 RC橋 床版 1964 53 87.0 Ⅲ － － Ⅲ － Ⅲ

54 黒猪鹿橋 RC橋 Ｔ桁 1963 54 54.0 Ⅲ Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ

57 犬滝橋 RC橋、BOX 床版、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ 1961 56 129.0 Ⅰ － － Ⅱ － Ⅱ

58 口ノ園橋 RC橋 Ｔ桁 1968 49 107.0 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅲ

60 万寿石橋 RC橋 床版 1971 46 98.0 Ⅲ － － Ⅰ － Ⅲ

62 栗原橋 RC橋 床版 1986 31 97.0 Ⅱ － Ⅲ Ⅰ － Ⅲ

63 平原橋 RC橋 床版 1958 59 98.0 Ⅲ － － Ⅰ － Ⅲ

64 宝泉寺蛍大橋 RC橋 Ｔ桁 1955 62 62.0 Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅰ － Ⅲ

65 宝泉寺蛍小橋 RC橋 Ｔ桁 1955 62 146.0 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ

68 八幡橋 RC橋 Ｔ桁 1965 52 89.0 Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ

69 天満橋 RC橋 床版 1965 52 84.0 Ⅲ － － Ⅲ － Ⅲ

70 朝日橋 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝＴ桁 1980 37 97.0 Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅲ

77 無田硫黄山第2橋 RC橋 床版 1965 52 98.0 Ⅲ － Ⅱ Ⅱ － Ⅲ

79 藪川橋 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝＴ桁 1979 38 83.0 Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ

84 北方③橋 RC橋 床版 1963 54 98.0 Ⅲ － Ⅱ Ⅱ － Ⅲ

85 下津留橋 RC橋 床版 1962 55 98.0 Ⅲ － － Ⅱ － Ⅲ

86 泉水橋 PC橋 箱桁 1989 28 118.0 Ⅱ － Ⅱ Ⅱ － Ⅱ

91 蕨原橋 RC橋 Ｔ桁 1965 52 83.0 Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ － Ⅲ

104 辻ヶ平橋 RC橋 床版 1965 52 133.0 Ⅲ － － Ⅰ － Ⅲ

108 田尻橋 RC橋 Ｔ桁 1960 57 83.0 Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ

113 筌の口橋 RC橋 Ｔ桁 1955 62 112.0 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

116 中板橋 RC橋 Ｔ桁 1960 57 47.0 Ⅲ Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ

117 中板2号橋 RC橋 床版 1962 55 122.0 Ⅲ － － Ⅲ － Ⅲ

125 第4甘川水橋 RC橋 床版 1965 52 133.0 Ⅱ － － Ⅰ Ⅰ Ⅱ

146 寺床②橋 RC橋 床版 1968 49 94.0 Ⅲ － － Ⅱ － Ⅲ

149 新藤の木橋 RC橋 中空床版 1993 24 126.0 Ⅱ － Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

150 平家1号橋 RC橋 Ｔ桁 1961 56 79.0 Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ

151 平家2号橋 RC橋 床版 1978 39 133.0 Ⅱ － － Ⅰ － Ⅱ

156 釘野橋 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝＴ桁 1968 49 83.0 Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅲ

165 向原橋 RC橋 床版 1960 57 133.0 Ⅱ － － Ⅲ － Ⅲ

167 生竜2号橋 鋼橋 Ｈ桁 1970 47 82.0 Ⅲ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅲ

181 薮の肩橋 PC橋 ﾎﾟｽﾃﾝＴ桁 1977 40 83.0 Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ － Ⅲ

190 責ノ釣橋 RC橋 床版 1963 54 94.0 Ⅲ － － Ⅱ Ⅰ Ⅲ

191 天狗橋 RC橋 Ｔ桁 1956 61 107.0 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ

192 町田橋 鋼橋 Ｈ桁 1972 45 107.0 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ

194 日の下橋 鋼橋 Ｈ桁 1971 46 107.0 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ

196 書曲橋 PC橋 ポステンＴ桁 1973 44 79.0 Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅲ

200 青山跨高速道路橋 PC橋 中空床版 1995 22 134.0 Ⅰ － Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

201 櫟ヶ平跨道橋 PC橋 斜材付π型ﾗｰﾒﾝ 1995 22 150.0 Ⅰ － Ⅱ Ⅱ － Ⅱ

203 尾本跨道橋 PC橋 斜材付π型ﾗｰﾒﾝ 1995 22 150.0 Ⅰ － Ⅰ Ⅱ － Ⅱ

204 平家山第二跨道橋 PC橋 斜材付π型ﾗｰﾒﾝ 1995 22 130.0 Ⅱ － Ⅰ Ⅱ － Ⅱ

205 新陣の内橋 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝ床版 1993 24 114.0 Ⅰ － Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

206 天ヶ谷橋 鋼橋 箱桁 1993 24 79.0 Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅲ

208 二瀬橋 RC橋 Ｔ桁 1964 53 107.0 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅲ

211 であい跨道橋 PC橋 斜材付π型ﾗｰﾒﾝ 1996 21 130.0 Ⅱ － Ⅰ Ⅱ － Ⅱ

215 河原橋 鋼橋 Ｈ桁 1969 48 72.0 Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ

216 千歳橋 RC橋、PC橋 Ｔ桁、床版 1953 64 79.0 Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅲ

217 古井川橋 PC橋 ﾌﾟﾚﾃﾝＴ桁 1980 37 138.0 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅲ Ⅰ Ⅲ

227 柿ノ木原跨道橋 PC橋 中空床版 1995 22 146.0 Ⅰ － Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

健全度の評価　（主部材） 健全度

ランク

健全度
評価値

施設
番号

橋梁名 種別 形式
供用
年次

供用
年数
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§5 対策方針 

 

5.1 基本方針（費用削減） 

   限られた予算の中で、効率的に橋梁維持管理を実行するためには、路線の重要度を考慮し、

適切な点検・修繕を選定する必要がある。 

長期的なコスト削減を目標に、「直営点検・修繕」、「集約化・撤去」、「新技術の活用」

の活用を行う。 

 

5.2 直営点検・修繕 

 職員の技術力向上の観点からも、橋梁点検車が不要、軽微な損傷の橋梁は、直営による点 

検及び修繕を行う。 

 

点検：年間 5 橋程度の直営点検を実施する。 

（令和 2 年度より実施） 

費用削減効果（令和 2 年度）：100 万円（20 万円×5 橋）削減 

 

 

 修繕：軽微な鉄筋露出の損傷箇所は、断面修復を直営施工で実施する。 

（令和元年より実施） 

    費用削減効果（令和 3 年度）：104 万円削減 

 

 

5.3 集約化・撤去 

  人口減少や土地利用の変化など、社会構造の変化に伴う橋梁等の利用状況を踏まえ、地元住

民と調整をしながら、橋梁等の集約化・撤去の検討を行う。令和１０年度までに１橋程度の

撤去を検討し、今後の維持管理費用、１百万円程度の縮減を目指す。 

 

 

5.4 新技術等の活用 

    大幅な品質向上やコスト縮減が図れる有効な新技術等は、新技術情報提供システム（NETIS）

を参考に比較検討を行い、修繕設計実施時に、積極的に選定し、５年間で、３例の新技術活

用を目標とする。 
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§6 対策内容と実施時期及び対策費用 
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